
 

（様式第 11 号）（第 14条関係） 

   平成２３年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

   事 業 内 容         

 

                          

                          

                          

                          

                          

                               

                          

                               

                         

                             【 中央公民館文化祭 】 

 

 

   事 業 効 果                    【目標・ねらい】 

●軽井沢の豊かな自然を、                     

● 次世代に伝えることを目的                    

●現在の軽井沢の植生を把握        

● 100年先に伝える事を目標              

  

 

 

                                                             

 

    

 

   今後の取り組み    

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 
2011年度「軽井沢の植物標本つくりプロジェクト」 

 

団体名 

（連絡先） 

軽井沢サクラソウ会議 

 

総事業費 111,010 円（うち補助金： 55,000      円） 

 

自己評価（目標達成率）【Ａ】 

１）植物標本の作り方講習 （2011 年 5 月 22 日）    

２）中央公民館裏庭で採集練習（2011年 6月 20日） 

３）各自で採集・標本作成（2011年 5月～12月） 

４）国有林内の再草原化実験地でも標本を採集                         

５）中央公民館文化展に出品（2011年 11月 3日～6日） 

６）群馬県の自然史博物館を見学（2011年 12月 2日） 

７）佐藤邦雄先生が採集した軽井沢の植物標本の確認                        

８）長野県環境保全研究所の「自然ふれあい講座」に                           

  参加（2011年 9月 10日）                       

                         

                         

                         

                         

                            

植物標本の作り方講習  講師：岐阜大学 津田智先生                        

町 内 の サ ク ラ ソ ウ 自 生 地 で 、                      

実地に採集方法、処理の仕方、標本作りを実習した                         

各自で採集・標本作成                          

 230標本作成 (予定は 100標本)                                         

中央公民館文化展に出品                                           

 大変好評でこの活動に参加希望者もいた                                               

群馬県の自然史博物館・長野県環境保全研究所見学                                           

 軽井沢で住民の標本作りが、高く評価された                        

                          

 ①今年度の活動をさらに発展させるために、支援活動に応募する                                           

 ②他団体とも協力して、複数回の展示活動をしたい。                                           

 ③標本作成の技術レベルをさらに上げたい。                                           

 ④標本の同定能力を向上させたい。                                          

 ⑤月 1回のペースで共同での採集活動を行う予定                                           

                                            


